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FeI 630nm吸収線を用いた高波長分解能観測による太陽光球層の速度診断

このテーマは、太陽光球層の視線速度を高精度に求め、そこから、超粒状班の速度構造や子午面還

流などを推測することを想定したものである。背景として、協卡卫卥卤卡 卡卮卤 单卥卮卯 匨匲匰匱匱匬 匲匰匱匲匩 は多数

の光球起源の吸収線とヨードセル法を用い、太陽円盤全面に渡る光球大気ドップラーシフトの高精度

観測を行ない、地球の公転速度及び自転速度、太陽自転軸の仰俯角、千卯卮卶卥卣却卩卶卥 卢卬卵卥 即卨卩卦却、重力赤

方偏移の要因を排除して、太陽光球の自転速度分布匨差動回転匩を導出した。しかしこの方法で求めた

子午線上の自転速度視線方向成分には 匵匰匭匱匰匰 卭匯即 の残差があり、彼らはこれを観測誤差と解釈した。

それに対し、本申請では、卆卥 卉 匶匳匰 卮卭の吸収線を高波長分解能分光観測することにより、太陽光球層

の高精度速度測定を別途実施することで、上記残差の確認やその物理的な意味の検証を行う。 卝 自転

軸方向にスリットスキャンを行なったデータや、自転軸上の複数点で長時間固定観測を行なったデー

タを用い、今後、超粒状班の速度構造や太陽子午面還流と上記残差との関係を検討していく。

図匱　左：ダークフラット処理前の画像匨生データ匩。右：ダークフラット処理後

匱匵



現在までの解析では、印卹却卨卯卮で開発したプログラムによる 卤卡卲卫匬匍卡却処理後匨図匱匩に、対流や匵分振動

起源の時間・空間分布を求めることができており匨図匲匩、今後これらを卆卆協処理することにより、各起

源ごとの速度場成分に分離していく予定である。

図区 左：視線方向速度の時間・空間分布。縦軸はスリットにおける位置匨ピクセル匩で、横軸は時間であ

る。横軸の数字はデータの序数を表す匨撮影間隔は匲秒であるから、横軸の値が匵匰の場合は撮影開始か

ら匱匰匰秒後のデータである匩。白匨負匩は上昇流、黒匨正匩は下降流を表す。右：ある時刻の視線方向速度。

縦軸は速度匨匿匯即匩で、横軸はスリットにおける位置（ピクセル）である。匸匰匰ピクセルは約匱匴匰秒角に相

当する。縦軸が正の場合、観測者から遠ざかることを表す。
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